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タ
ク
ラ
マ
ヵ
ン
沙
漠
は
、
中
国
最
西
端
の
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
あ
り、南を筧掃山脈、北を天山山脈、西を。〈ミール高原に囲まれた
世界第二の内陸沙漠である。この沙漠の西南部にあるケリャ河流
域の調査を日中合同で実施したいということが伝えられたのは一
九九○年のなかばの頃であった。当初、ワンダーフォーゲル部を
中心とし、学術調査を加えたものとする考えがあったが、その後
学術調査を主体とする方向がとられ、具体的に中国科学探険協会
を窓口として北京で折衝が続けられ、一九九一年八月二十二日～
九月十三日に第一次調査が、翌一九九二年八月五日～九月八日に
第二次調査が実施された。法政大学側としては、タクラマカン沙
漠調査実行委員会を組織し、募金活動をはじめとして初めての海
外調査の推進に奮闘した。調査組織は、法政大学文学部三井嘉都
夫教授を総隊長とし、日本側は地理学・考古学・文化人類学・ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
り
、
筆
者
も
日
本
隊
隊
長
と
し
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調
査
報
告
日
中
合
同
・
法
政
大
学
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
の
調
査
て
終
始
参
加
し
て
き
た
。
考
古
学
・
歴
史
地
理
学
分
野
と
し
て
は
、
大
学
院
生小倉淳一・田部秀男の両君も加わっている。なお、中国側は、
中国科学院地理研究所・新彊生物土壌沙漠研究所・中国科学探険
協
会
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
中
国
側
の
受
け
入
れ
体
制
か
ら
し
て
も
沙
漠
の
調
査
に
ウ
エ
イ
ト
が
お
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が、「水文環境と人間」という調査目的の中で、私達は沙漠内の
考
古
学
的
遺
跡
や
現
在
の
住
民
の
民
族
考
古
学
的
検
討
な
ど
を
考
え
て
赴
い
た。もちろん、先史時代から現代までの沙漠地帯での人間の歴史
的変遷と環境変化は、地理学との提携で期待できるものが大きい
と
い
う
点
で
、
国
際
的
な
総
合
調
査
は
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
っ
た
と
い
え
よう。調査対象は、具体的にはタクラマカン沙漠西南部のケリヤ河・
ホ
ー
タ
ン
河
・
ニ
ャ
河
の
流
域
と
そ
の
周
辺
で
あ
っ
た
。
調
査
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
、
調
査
報
告
会
や
研
究
会
、
さ
ら
に
報
告
書
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
筆
者
の
踏
査
を
主
と
し
て
述
べ
る
こ
と
に
し
たい。
伊
藤
玄
三
一
一
一
一
￣
Hosei University RepositoryUniversity Repository
第一次調査においては、沙漠の遺跡とはいってもオアシス近傍
の遺跡を見る機会があった程度であった。ホータン河流域のヨー
ト
カ
ン
と
メ
リ
カ
ワ
チ
で
あ
る
。
ヨートカソ遺跡は、かつてスタイソなどの調査もあって、古代
の「干聞」の国都に比定されている。しかし、現在見ることので
きるヨートカン遺跡は、ポプラ林の中に民家が散在し、低地は稲
作水田となっている。どこが遺跡かと疑われるような変化をして
しまっているが、水田間の深い小川の断面、地表下約一一メートル
程には多数の土器片を包含する層があり、現地の子供達も遺物を
え
ぐ
り
出
し
て
い
た
。
近
年
、
黄
金
製
の
ア
ヒ
ル
が
出
土
し
た
と
も
聞
い
た。かつては土製面などかなり出土しており、有力な遺跡であっ
たことは認められるが、今は地下に殆んど埋もれてしまっている
のであろう。
メリカワチ遺跡は、ヨートヵンとは対照的にはるかに見通せる
殺風景な沙漠遺跡であった。ところどころに城壁跡が残り、幾つ
かの高まりには溶津が認められ、窯業も盛んであったことがうか
がえた。小さく波うつ沙漠原のあちこちには多量の土器破片が散
在していた。この遺跡も一部調査されており、寺院跡や官衙跡と
推測される区域も知られている。それにしても、南北三キロにも
わたる広い遺跡が沙漠化している現実は索漠たるものであった。
この二つの遺跡は、共に「干闘」の重要な都市遺跡であると思
われるが、オアシスに近い為の破壊なども加わって荒廃してしま
二
沙
漠
の
遺
跡
日中合同・法政大学タクーフマカン沙漠の調査（伊藤）
っているのかと推測された。メリカワチ遺跡は、第二次調査の折
にも再度踏査する機会があり、砂嵐の中を南端近くまで歩いて見
た。かつてメリカワチ遺跡の北端部では、大甕中から約四五キロ
グラムの五銑銭が発見されており、年代は漢代までさかのぼるも
のであることが指摘されている。
第一次調査の折には、他に田部隊員達の沙漠横断隊によって、
ホータン河中流のマザルターグ遺跡が踏査されている。望楼跡な
どを残す交通の要衝の遺跡である。
第二次調査では、筆者と小倉隊員は、まず千田近傍のカズナッ
ク遺跡を訪ねることができた。ケリャ河支流の洞れ河の左岸上に
存在するこの遺跡は、背の低い漠地性の草が点在する砂原の中に
あり、ここもまた一見遺跡らしいものは見あたらなかった。しか
し、案内の現地ウイグル人の鍬先に掘り出された土塊の中には、
蓮花文様らしき壁画残片が知られ、この地点が以前に調査された
寺院跡かと推測できた。一九八三年の調査では、大型の蓮花文仏
座や壁画が遺存し、八個の仏頭も出土しているといわれる。その
西方一帯には土器片の散在も認められ、径三○○メートル位の遺
跡は推定できるかと考えた。けれども、後で文献で知り得たとこ
ろでは、この遺跡の西北方にかけてはかなり広大に遺物分布地点
が知られており、漢代に「渠勒」といわれた国が存在した地域で
あり、カズナック遺跡はその一部とふられるものであった。とも
あれ、この遺跡の荒廃ぶりもすさまじい限りであり、土器の散布
でもみられなければ遺跡と認めることは甚だ困難であろう。
これらのオアシス近傍の遺跡に対して、第二次調査においては
一
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ケリャ河下流の沙漠中央部に存在するカラドソ遺跡群を見ること
ができた。計画では、このカラドン遺跡群の一部・をなすマジリク
遺跡を訪ねることだけが許容される範囲であるとされていたが、
実
際
に
は
カ
ラ
ド
ン
遺
跡
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
遺
跡
は
、
既
に
二
十世紀初頭にスタインの調査があり、一辺六○メートルの方形塁
壁
を
も
つ
顕
著
な
遺
構
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
千
田
オ
ア
シ
ス
の
下流へ二○○キロｔ離れ、現在は河流も到達しない広漠たる沙漠
中
に
存
在
す
る
こ
の
遺
跡
は
、
無
残
に
倒
れ
、
散
在
す
る
建
築
材
の
折
り
重
な
っ
た
姿
と
な
っ
て
お
り
、
僅
か
の
建
物
跡
に
立
柱
を
糸
る
こ
と
が
で
き
る程度であった。しかし、砂丘に埋もれた部分には、なお遺構を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
推
測
さ
れ
た
。
飛
砂
と
猛
暑
の
中
で
半
日
、
こ
の
建
物
群
の
柱
位
置
の
略
測
を
行
っ
た
が
、
ど
う
や
ら
極
め
て
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
た
建
物
が
方
形
に
連
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
中
央
部
に
も
建
物
が
配
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
の
建
物
群
が
砂
に
埋
れ
て
、
恰
も
方
形
の
塁
壁
状
に
見
な
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
時
期
は
、
少
な
く
と
も
二
時
期
あ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
計
画
的
な
建
物
配置を有する点では有力な遺跡であり、既に漢代の「拝弥」国の
宮殿の一つであるとか塗塞であるとかの説があるが、にわかには
き
め
難
い
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
漢
代
の
五
銑
銭
が
発
見
さ
れ
た
と
さ
れ、紀元前までさかのぼる遺跡であると推定されている。遺跡及
び
そ
の
周
辺
に
は
土
器
片
や
獣
骨
片
が
散
在
し
て
お
り
、
獣
骨
で
は
羊
を
主
と
し
て
馬
・
牛
・
ラ
ク
ダ
な
ど
の
家
畜
が
承
ら
れ
る
。
同
時
に
、
穀
物
を
砕
いて粉食にした石製臼や、面餅を焼いた平底鍋、潅慨用水跡など
も認められる点では、この地ではかって灌慨農耕が行われていた
法
政
史
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可能性がある。恐らく主牧副農のオアシス集落を想定してあやま
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
この遺跡から東側には遺物散布も広く承られた。西南約一キロ
では柱木の林立する小規模な建物跡があり、寺院跡とされている
ところと判断された。カラドン遺跡の東南方約五キロでは、濃密
な土器散布を示すマジリク遺跡が承られた。一九八八年に中国隊
の調査があるが、鉄繊・鉄刀・甲片なども採集されているけれど
も、建物などは判明していない。恐らく、これらはカラドン遺跡
群を構成する一連の遺跡であり、この地域にかなりの集落群が存
在
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
そ
う
ふ
れ
ば
、
現
在
は
全
く
の
波
う
つ砂丘の中に位置するこの地域も、かつては緑に恵まれたオアシ
ス集落の集まりであったと類推することができよう。因承に、こ
の
カ
ラ
ド
ン
遺
跡
か
ら
西
南
方
は
る
か
に
認
め
ら
れ
て
い
る
ダ
ソ
ダ
ン
ウ
イ
リク遺跡は漢代杯弥国都とされており、この一帯が二千年前から
栄えたオアシス国家の領域であったことは周知のところである。
しかし、この領域も、ホータン地区にあった干闇国によって後漢
後半には兼併されてしまう。干聞の版図に入ってからもこの地域
の集落は存続はしていたようであるが、その後の資料は明確とは
な
っ
て
い
な
い
。
なお、第二次調査の折のニャ河流域調査隊は、著名なニャ遺跡
に到達している。田部隊員が踏査に参加しているが、柱などの遣
存状態はカラドンなどに比較してはるかによく、沙漠奥地の遺跡
の
方
が
荒
廃
を
免
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
一
四
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ケリャ河流域からホータソ河・ニャ河の三河川流域で若干の遺
跡を踏査することができたのであるが、これらの遺跡は多く土
器・金属器・家畜骨などを出土し、明らかに農耕・牧畜を生業と
する人戈の遺跡であった。しかも、漢代五銑銭が出土しているこ
とを指標とすれば、少なくとも紀元前二○○年頃まではさかのぼ
るものとすることができる。しかし、それ以前の石器時代の遺跡
はほとんど見出されていない。
ところが、ケリャ河上流の昆撮山脈中腹部などには細石器様の
石器を出士する遺跡があり、いわば狩猟・採集段階の遺跡が知ら
れている。これらの遺跡は、概して小規模であり、極めて移動性
に富んだものであったと推測されている。それに対して、沙漠低
地に進出している遺跡は定着的な集落を形成しており、恵まれた
中流域では城壁を有するオアシス都市を作っている。そこでは牧
畜にかなりウエイトがおかれていながらも灌溜農耕が行われ、各
種の生産活動も盛んであり、交易も広く行われるような社会であ
ったことが知られている。
そして、紀元後、特に干闘支配下のこの地域では仏教が盛んで
あ
り
、
主
要
遺
跡
で
は
殆
ん
ど
の
場
合
仏
教
寺
院
跡
が
認
め
ら
れ
、
仏
像
や
壁画が知られている。それは沙漠奥地のカラドンでも例外ではな
かった。この時期、インド方面からの影響も顕著であったことが
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
仏
教
的
な
オ
ア
シ
ス
国
家
も
、
十
一
世
紀
初
め
ま
で
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
侵
入
・
支
配
に
よ
っ
て
決
定
三
沙
漠
遺
跡
の
性
格
と
環
境
日中合同・法政大学タクラマヵン沙漠の調査（伊藤）
的に変えられてしまう。今、ケリャ河流域などに承られるウイグ
ル牧畜民の生活は、このような歴史的変遷の結果である。
現在のケリャ河のウイグル牧畜民は、極めて苛酷な自然環境の
中で生活している。僅かに天山からの水が供給できるオアシスを
除けば、沙漠地帯の限定植生環境では農耕は全く不可能であり、
し
か
も
家
畜
の
千
草
刈
り
や
唯
一
の
木
と
も
い
え
る
胡
楊
の
枝
切
り
な
ど
は、貧弱な植生の一方的な消耗を強いている。オアシス地辮の潅
溺
農
業
の
為
の
ダ
ム
建
設
は
、
下
流
へ
の
水
を
止
め
て
し
ま
い
、
そ
れ
で
な
くとも塩分の強い水が年々河流をなくしてしまい、洞れた河床は
砂
丘
を
う
ね
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で
の
牧
畜
民
の
将
来
は
極
め
て
悲
観
的
な
し
の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
今
、
彼等牧畜民は、家畜以外の食糧を政府から供給されているので生
活がなり立っているので、オアシスへの移住の勧誘をも拒んでい
る
と
も
千
田
県
長
か
ら
聞
い
た
。
し
か
し
、
幾
年
後
ま
で
そ
れ
が
続
く
の
で
あろうか。
古代から現代までの沙漠地帯の変遷をゑていくと、灌厩農耕の
技術と牧畜の採用がこの地域での人間活動を可能にした要因であ
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
た
．
し
か
し
、
そ
の
後
は
自
然
環
境
の
変
化
ｌ
自
然
的な沙漠化の要因も大きいけれども、どうやら人間の過剰な自然
物略奪体制（過放牧や過採集）がそれに拍車をかけていき、加え
て戦争などに伴う集落の破壊、瀧慨施設の放置が更に被砂現象を
加えることになっているらしいことに気づかされる。そして、現在
のオアシス農耕の推進すらも河流の減少を招いているとなれば、
人
間
活
動
が
著
し
く
沙
漠
化
に
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
と
一
二
五
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沙
漠
の
中
の
カ
ラ
ド
ン
遺
跡
の
傍
に
高
く
き
わ
だ
っ
て
い
る
タ
マ
リ
ク
ス
コーン（士堆）に座して考えた遺跡の変遷は、強大な自然の営力
と
共
に
、
人
間
の
絶
え
ざ
る
自
然
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
破
壊
の
営
承
で
あ
る
の
かと「負」の意識を強く感ぜさせられたのであった。
末尾になったが、本調査に法政大学史学会も後援を快諾され、
多くの方交の御寄附や激励を賜ったことを心からお礼申し上げる
次第である。
た
。
なってくる。砂漠化といわれるものが、かくも人間活動の歴史とか
かわるものであるとは、緑濃い日本では思い及ばぬところであっ
法
政
史
学
第
四
十
五
号
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